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一遠賀町の発展をになう、かけ橋一　（鵬見畠本線速質跨線橋）

鹿児島本線と立体交差する跨線橋工事は3月未完成を目ざして順調に進んでおり、これが

完成すれば、南部地区の開発、発展が約果される。

人のうこき（器繰言基）

人　　口　　9，843人　（43）

男　　　　4，679　　（＋8）

女　　　　5．164　　（△11）

世綺数　　2，578戸　（T10）

（）内は‖前月比

十二月のこよみ

〓
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

映
画
の
日

日
　
世
界
人
称
宣
言
記
念
日

上

五

言

日

　

ク

リ

ス

マ

ス

ー
八
日
　
官
庁
ご
用
納
め

⊥
日
　
大
み
そ
が
、
除
夜
の
鈍
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衆
議
院
議
員
総
選
挙
迫
る

一
日
担
講
講
評
H

人
柄
擁
護
委
員
柴
田
　
　
開

篠
田
　
　
寿

福
岡
法
務
局
　
支
局
職
員

そ
の
他
風
儀
委
員
、
保
護

司
ほ
か

○
法
務
省
人
権
擁
蹟
機
関
の
榎
構
図

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

平
和
で
明
る
い
生
活
を

第
三
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

来
る
十
二
月
十
日
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
総
選
挙
は
七
〇
年
代
に
お
け

る
最
初
の
選
挙
で
あ
り
、
選
挙
の
結
果

は
戦
後
政
治
の
重
要
な
転
換
期
に
あ
る

七
〇
年
代
の
日
本
の
進
路
を
き
め
ろ
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
慧
味
で

は
有
樅
者
の
一
票
一
紫
は
重
大
な
意
義

を
も
っ
て
い
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
総
選
挙
は
、
政
党

や
候
補
者
に
と
っ
て
は
、
国
民
か
ら
審

判
を
つ
け
る
号
の
で
あ
り
、
国
民
に

と
っ
て
は
、
主
権
者
と
し
て
政
治
に
参

加
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
私
た
ち
有
編
者
は
、
義

理
人
情
や
利
害
誘
導
と
い
っ
た
間
違
っ

た
選
挙
運
動
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
主
櫛
者
と
し
て
国
の
将
来
を
充
分

考
え
て
、
自
覚
と
賛
任
あ
る
一
票
を
投

じ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
政
見
放
送
、
選
挙

公
報
、
演
説
会
な
ど
、
見
た
り
、
闘
い

た
り
す
る
機
会
を
有
効
に
利
用
し
、
政

党
や
候
補
者
の
主
義
主
眼
、
あ
る
い
は

過
去
の
笑
談
を
正
し
く
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

と
か
く
国
の
選
挙
は
地
方
選
挙
に
比

較
し
て
関
心
が
薄
い
よ
う
で
す
が
、
国

の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
意
鶉
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
「
堂
か
で
平
和
な

住
み
よ
い
日
本
」
を
つ
く
る
と
い
う
立

場
に
立
っ
て
、
自
覚
と
責
任
あ
る
投
票

を
し
て
、
主
権
者
と
し
て
の
櫛
利
と
義

務
を
果
し
ま
し
ょ
う
。

私
達
の
液
法
は
「
国
民
は
す
べ
て
の

基
本
的
大
槻
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い

」
と
い
い
、
ま
た
「
す
べ
て
国
民
は
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い

ます。国
民
は
み
な
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
生
命
や
自
由

や
幸
福
追
求
に
対
す
ろ
国
民
の
櫛
利
に

つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
立
法
そ
の
他
国
政
の
上
で
最
大
の

尊
重
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
自
由
と
権
利

は
、
た
だ
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
巌
法
が
お
し
え
る
よ
う
に
「

国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ

り
ま
す
。
わ
た
く
し
達
の
入
線
を
守
る
の
は
、

わ
た
く
し
選
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
自

分
の
人
権
を
守
ろ
う
と
思
え
ば
他
人
の

人
櫛
を
尊
載
せ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

先
ず
、
自
分
の
ま
わ
り
で
お
互
い
に

人
櫛
を
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、
一
た

び
人
櫛
が
侵
さ
れ
た
と
き
は
、
あ
く
ま

で
こ
れ
を
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
、
わ

た
く
し
達
み
ん
な
の
つ
と
め
で
あ
り
ま

す。

～
人
権
を
守
り
育
て
て
よ
い
社
会
～

無
料
人
権
相
談
、
心
配
ご
と
相
談

会
同
相
談
所
開
設
の
お
し
ら
せ

も
し
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
、
理

由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
人
格

を
無
祝
さ
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
い
ら
れ

る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
又
農
地
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
登
記
そ
の

他
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
で
心
配
さ
れ
て

い
る
場
合
、
そ
の
他
一
般
の
法
律
問
題

で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
ご

遠
慮
な
く
ど
し
ど
し
お
出
で
く
だ
さ

相
談
日
時
　
1
2
月
1
4
日
　
1
0
時
－
1
5
時

相
談
場
所
－
遠
賀
町
役
場

基

本

的

人

権

の

享

有

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
大
磯
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲

法
が
国
民
に
保
障
す
る
韮
本
的
人
櫛
は
、
技
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の

櫛
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
。

（
舷
法
第
十
一
条
）

基

本

的

人

権

の

本

質

こ
の
諸
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に

わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
離
別
は
、
過
去

幾
多
の
試
練
に
塙
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
捜
す
こ
と
の
で

き
な
い
永
久
の
櫛
利
と
し
て
偲
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
遵
法
第
九
十
七
条
）

○
人
権
掩
護
委
員
と
は

市
町
村
の
住
民
の
中
か
ら
、
法
務

大
臣
に
よ
り
入
獄
擁
護
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
た
人
で
、
現
在
全
国
で
約

一
万
名
が
配
種
さ
れ
仕
諺
の
内
容
は

お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
人
縮
短
犯
事
件
が
あ
れ
ば
、
法

務
局
ま
た
は
的
万
法
務
局
に
報
告

し
て
、
事
実
の
有
無
を
調
査
し
、

輩
件
を
処
理
し
ま
す
。

2
　
地
域
住
民
の
た
め
に
、
客
種
人

称
相
談
に
応
じ
ま
す
。

3
　
人
樅
排
幾
に
関
す
る
条
理
の
広

報
活
動
を
し
ま
す
。

○
基
本
的
人
権
（
人
権
）
と
は

私
達
一
人
一
人
が
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
持
っ
て
い
る
榔
利
と
自
由
を
調

い
、
社
会
生
酒
を
す
ろ
う
え
に
必
要

な
縮
刷
・
日
出
で
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
平
た
く
言
い
ま
す
と
「
人
間
が

生
活
を
送
る
の
に
必
要
な
人
間
と
し

て
の
権
利
・
自
由
」
を
謹
聴
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
私
遠
が
人
と
し
て

扱
わ
れ
な
い
た
め
に
幸
せ
な
生
活
が

で
き
な
い
と
き
「
人
櫛
が
侵
さ
れ
た

」
と
い
う
の
で
す
。
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島
矢矢矢奥津
野野野田

正絹明玲
文代美子

矢矢坂
野野本
紀
実効灰
手美江

正蒐　　雅一
子己　　手広麓

祐勝　　広改　善正絹
型　一子茂㍉預言蓼　明行子

花　　　顔中日大
出　　　生西中村
さ∴∴∴∴其
よ　　　和田嘉高
子　　　也美和志

成薄　　佳緻順
猛男子　　久博子実

肺　葉
隅　田

髄　誠
属　人

餌晒武博
代英司文

玉為栗初　　　槻筋白川石　　下集　中柴幸
置広林瀬　　　田日石上松　　出　田　島田田

富　枝　　禿筆正　広　正噸多作忠
雄艶子勇∴∴∴描恵代理子　　英次　エー子

和書　　華一茂好徳
子松　　代広租借和

白
森松土石水
近風光井素

懐正節能
美彦宍道

八松金
木相子

良和佳
－一間

晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
ロ
」
で
す
。
こ
の
日
は
「
お
と
な

に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
背
年
を

祝
い
は
げ
ま
す
」
祝
日
で
あ
り
遠
賀
町
で
も
皆
さ
ん
の
成
人
を

祝
福
す
る
た
め
一
月
十
五
日
に
記
念
行
邸
を
行
い
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
が
万

一
も
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
教
育
委
員
会
郵
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
該
当
者
は
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

泌
年
4
月
1
日
ま
で
に
坐
れ
た
者

若
松今
村
須
美
子

金
峨
原丸
井

鬼
津入
江
井
口
太
田
美
奈
子

案二
村
森
亜

尾
崎杉
野
佐
海
田
中
林広
田

千
代
丸
安
瞭

江
頚
　
敏
和

田
原
箕
面
英

雄
添
∴
来
手

井
口
　
玲
子

今
土
　
隆
則

太
田
　
広
行

楽
∴
∴
武
子

二
村
確
弥
子

花
田
　
恭
一

吉
田
　
　
広

別
府安
藤
　
腫
男

輔
車
　
恵
一

江
諜
　
和
弘

木
原
　
　
移

築
尾
紀
美
子

中
井
　
す
み

堀
　
　
優
子

村
井
美
登
里

今
古
賀
井
上
　
裕
子

二
村
　
裕
子

和
田
　
照
子

遠
賀
川
石
松
リ
ッ
チ

大
角
　
弘
美

成
田
　
正
治

倉
光
　
廣
生

国
場
　
春
吉

境
　
　
洋
子

中
村
真
理
子

内
藤
　
道
悪

益
崎
　
隆
全

出
田
美
帆
子

安
轢
∴
康
夫

字
賀
　
利
行

大
塚
　
順
子

柴
田
　
優
子

田
中
　
昭
利

二
田
口
久
光

石
田
　
洋
子

遁
庭
∴
前
菜

力
丸
　
米
子

新
町浅
川
む
つ
み

石
井
∴
謙
二

出
水
　
義
明

木
本
　
信
子

下
野
友
利
子

武
谷
i
　
骨
箱

野
中
　
恋
子

平
野
∴
審
美

藤
山
審
美
子

三
好
輝
美
雄

山
川
　
敏
代

旧
停大
島
隈
原
原
田
末
広

広
波橙
本
桜
木
豊
沢

村
田
　
継
子

井
上
　
共
澄

石
丸
美
代
子

大
西
八
稲
子

佐
々
木
勝
子

谷
口
　
妙
子

永
田
　
秀
美

浜
田
　
　
淳

古
川
　
強
樹

松
田
　
芳
治

山
上
　
義
明

綿
貫
∴
洋
子

国
武
麻
利
子

佐
伯
　
千
代

湖
上
　
秀
夫

上
別
府
石
松
　
芳
美

石
松
加
代
子

宇
田
　
行
時

小
野
　
和
琴

木
庭
一
郎

小
松
原
　
剣

神
谷
　
勝
美

田
中
　
恵
子

中
村
シ
ズ
子

元
田
昭
二
郎

松
岡
　
健
司

高潮
田
島
杢
柳
田

虫
生
活
石
田
浦
田
古
賀
西
国

恵
子
純
子
俊
櫛
和
彦

古
費
久
美
子

力
丸
久
美
子

東
町苗

木

一

代

尾
形
　
幸
江

拡
松
千
鶴
代

中
村
　
早
苗

吉
井
　
厚
子

西
田石
田
　
隆
一

野
平
　
治
明

渡
木一
団
　
澄
子

瓜
生
　
援
吾

通
見
香
代
子

田
中
　
妙
子

浪
松
　
正
一

松
本
　
妙
子

松
本
　
和
博

村
田
　
洋
子

門
司
　
園
恵

木
守上
田
小
四
白
木
森
永
安
永

老
良添
田
高
崎

太
平
工
業
棄

井
之
脇
∴
随

後
藤
美
佐
子

轟
禰
∴
邦
離

平
晶
其
利
枝

坂
井
　
俊
周

桑
村
　
慶
子

岩
崎
∴
妙
手

白
木
　
勝
己

志
和
　
柄
栄

谷
口
　
　
泉

藤
原
蹟
恵
子

松
本
　
弘
子

村
田
　
広
子

森
　
　
潤
子

占
郊
∴
悪
手

白
石
　
憤
美

嶋
田
カ
ヨ
子

毛
利
　
昭
彦

福
田
　
耕
蔵

添
田
　
俊
作

高

崎

一

男

合
使
　
　
博

印
鑑
登
録
と

証
明
に
つ
い
て

ー
　
登
録
す
る
帥
鍍

①
　
登
録
を
受
け
る
印
鑑
は
、
氏
だ
け

で
な
く
名
も
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②
　
出
来
合
い
の
市
販
し
て
い
る
印
鑑

は
、
全
く
同
じ
も
の
が
あ
り
不
適
当

で
す
か
ら
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

③
　
ふ
ち
の
な
い
印
鑑
、
き
掴
ま
滅
し

た
印
鑑
等
も
鷺
録
で
き
ま
せ
ん
。

④
　
現
在
、
出
来
合
い
の
印
鑑
、
ふ
ち

の
欠
け
た
印
鑑
で
蛍
録
し
て
い
る
人

は
、
至
急
改
印
し
て
下
さ
い
。

2
　
登
録
（
改
印
）
の
手
続
き
及
び
柾

明
書
の
交
付
請
求

①
　
印
鑑
登
録
（
改
印
）
串
講
は
本
人

の
利
益
を
守
る
た
め
に
大
謡
な
こ
と

で
す
か
ら
病
気
な
ど
の
特
別
の
事
由

の
な
い
限
り
本
人
が
役
場
に
来
て
下

さい。

⑧
　
印
鑑
登
録
印
講
は
役
場
の
所
定
の

用
紙
で
な
い
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
　
代
理
人
に
よ
る
場
合
は
手
続
き
が

面
倒
に
な
り
、
登
録
申
請
と
同
時
に

は
原
則
と
し
て
印
鑑
証
明
書
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
「
．

④
　
証
明
番
を
代
理
人
に
請
求
さ
せ
る

と
き
は
、
自
筆
の
委
任
状
を
添
え
て

下
さ
い
。

⑤
　
委
任
状
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、

見
本
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
請
求
し

て
下
さ
い
。
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老
良
、
若
松
納
税
組
合

知

事

表

彰

を

う

け

る

ろ
十
月
二
十
六
日
、
福
岡
市

福
岡
相
互
銀
行
に
於
て
、
昭

十
七
年
度
個
人
県
民
税
に
閑

し
て
納
税
成
績
が
特
に
優
良
で
あ

る
県
下
二
十
六
開
体
に
対
し
て
県

知
部
納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た。
他
井
知
謡
か
ら
親
し
く
各
組
合

の
代
表
者
に
表
彰
状
が
手
漉
き

れ
、
来
賓
多
数
出
席
の
も
と
に
盛

大
か
つ
厳
卸
の
う
ち
に
式
典
が
終

わ
り
ま
し
た
。

述
賀
町
か
ら
こ
の
名
誉
あ
る
表

彰
に
老
良
及
び
薯
松
の
細
説
組
合

が
投
影
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
お
援
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

に
本
邦
等
で
公
務
傷
病
に
か
か
り
、

こ
れ
に
よ
る
酷
暑
又
は
死
亡
し
た
場

合。
二
、
満
鉄
軍
属
等
及
び
日
赤
救
護
貝
が

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
十
六
年

十
二
月
七
日
迄
の
問
、
浦
洲
に
お
い

て
公
務
傷
病
に
か
か
り
こ
れ
に
よ
る

時
蓄
又
は
死
亡
し
た
場
合
。

三
、
薄
洲
開
拓
昔
年
義
勇
隊
鎖
が
昭
和

十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
十
六

年
十
二
月
七
日
迄
の
間
に
湘
洲
に
お

い
て
公
務
傷
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に

よ
る
陸
軍
又
は
死
亡
し
た
場
合
。

恩
給
法
、
援
護
法
の
改
正

今
年
十
月
一
日
か
ら
一
都
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

記

◎
特
別
弔
慰
金
関
係

次
に
該
当
さ
れ
る
万
は
、
三
万
川
の

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
目
迄
に
温
慰

金
の
受
給
櫛
が
あ
り
昭
和
四
十
年
四

月
一
口
か
ら
昭
和
四
十
七
時
三
月
三

十
一
日
迄
の
間
に
公
務
扶
助
料
、
遺

族
笹
金
等
が
失
旅
し
、
四
十
七
年
四

月
一
日
に
他
に
公
務
扶
助
料
、
遭
族

年
金
等
を
受
け
る
者
が
い
な
く
な
っ

た
戦
没
者
の
遺
族
。

二
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

七
年
四
月
一
日
迄
に
弔
慰
金
の
受
給

樅
が
あ
り
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
受
給
櫛
が
あ
っ
た
か
、
聞
和

四
十
七
年
三
月
三
十
一
円
迄
に
、
こ

れ
ら
の
笹
金
の
受
給
鮪
が
突
離
し
、

四
十
七
年
四
月
一
日
に
他
に
受
給
線

番
が
な
い
戦
没
の
避
族
。

一
三
二
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

七
年
四
月
一
円
迄
に
弔
慰
金
の
受
給

樅
の
み
が
あ
っ
た
戦
没
者
の
適
族
。

㊨
弔
慰
金
の
受
給
軽
の
あ
る
者
と
は
、

戦
没
者
の
祀
偶
看
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
慮
、
兄
弟
姉
妹
等
で
弔
慰

金
の
裁
定
を
受
け
た
者
。

遺
族
援
護
法
関
係

次
に
該
当
す
る
傷
病
者
に
障
害
年
金

を
、
死
亡
者
の
遺
族
に
遺
族
給
与

金
、
遺
族
年
余
及
び
弔
慰
金
を
又
、

公
務
傷
病
併
発
傷
病
に
よ
る
膵
害
者

に
晴
嘗
年
金
を
、
死
亡
者
の
遜
族
に

遁
族
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
。

一
、
も
と
の
陸
海
軍
薄
肉
の
有
給
理
屈

日
赤
救
護
貝
が
昭
和
1
二
年
七
月
七

日
か
ら
十
六
年
十
二
月
七
日
迄
の
樹

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
給
与

の
支
払
者
が
給
与
を
支
払
う
際
に
、
そ

の
給
与
に
応
じ
た
所
得
税
を
差
し
引
い

て
納
め
る
源
泉
徴
収
制
度
に
な
っ
て
い

ます。そ
し
て
、
こ
の
十
二
月
に
は
、
こ
と

し
一
年
間
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

を
精
鋭
す
る
た
め
の
年
末
調
整
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
年
末
調
整
に
あ
た
っ
て
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
注
試
し
て
ほ
し
い
点
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

1
　
挟
糞
親
族
や
配
偶
者
控
除
が
受
け

ら
れ
る
配
偶
者
な
ど
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
そ
の
つ
ど
「
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
巾
告

辞
」
を
、
勤
務
先
に
提
出
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
は
十
二
月
の
給
与
の
支
払

日
の
前
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い。

な
お
、
こ
と
し
か
ら
挟
糞
親
族
の

う
ち
七
〇
才
以
上
の
老
人
で
障
害
者

で
な
い
人
に
つ
い
て
は
〓
ハ
万
円
の

老
人
扶
蛮
控
除
が
受
け
ら
れ
、
一
般

の
一
四
万
円
の
挟
遜
控
除
に
く
ら
ぺ

て
有
利
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
未
亡
人
で
年
間
所
得
が
一

五
〇
万
円
以
下
の
人
は
子
供
な
ど
の

扶
遜
親
族
が
な
く
て
も
「
寡
婦
控
除

」
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
人
は
忘
れ

ず
に
勤
務
先
に
由
佳
し
て
下
さ
い
。

社
会
保
険
料
小
規
模
企
業
共
済
等

の
掛
金
、
生
命
保
険
料
、
韻
薯
保
険

料
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
十
二
月
の
給
与
支
払
日
の
前

日
ま
で
に
「
昭
和
四
十
巳
年
度
分
給

与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告
謹
」

を
、
勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い。

住
宅
や
宅
地
を
買
う
た
め
に
一
定

の
要
件
の
も
と
に
地
方
住
宅
供
給
公

社
に
積
金
を
し
た
り
、
日
本
住
宅
公

団
の
宅
地
債
券
を
鵬
大
し
た
り
、
銀

行
な
ど
へ
預
金
し
て
い
る
場
合
に

は
、
こ
と
し
中
に
機
動
て
た
金
網
の

四
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
（
技
高
限
度

二
万
日
）
が
、
住
宅
貯
蓄
控
除
と
し

て
税
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
が
行
な
わ
れ
ま
す
と
、
そ

れ
で
所
得
税
の
蹄
卸
は
終
わ
り
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
”
ぁ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ

た
人
や
、
多
額
の
医
頼
費
の
支
払
を

し
た
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
て

納
め
過
ぎ
た
説
金
の
透
付
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
は
昭
和
四
十
八

年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
に
つ
い
て

載
末
が
近
く
な
り
ま
し
た
。
老
人
、

両
親
を
失
っ
た
子
供
、
又
、
父
親
を
無

く
し
た
母
と
子
等
色
々
と
恵
ま
れ
な
い

人
々
が
施
設
に
居
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
に
み
ん
な
で
楽
し
い

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
に
御
協
力
と
御
援
助
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
に
御
協
力

願

い

ま

す

今
年
第
三
回
目
の
愛
の
献
血
を
左
記

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
是

非
御
脇
力
願
い
ま
す
。

献
血
は
人
の
た
め
で
あ
り
又
、
自
分

（
家
族
）
の
た
め
で
す
。
献
血
に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
と
力
一
家
庭
で
血
液
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
時
は
い
つ
で
も
必

嬰
量
の
血
液
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
一
世
絨
一
人
は
献
血
に
参
加

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

目
時
　
四
十
七
年
十
二
月
十
三
日

午
前
十
時
∵
－
年
後
四
時

場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
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白
秋
祭
献
詩
人
遼

遠

中

の

増

水

、

松

浦

さ

ん

去
る
十
一
月
二
日
、
柳
川
市
で
催
さ
れ
た
「
白
秋
祭
」
で
、
中
学
生
の

献
詩
七
百
七
十
五
編
の
中
か
ら
、
遠
賀
中
学
校
の
二
年
生
増
水
里
美
、
松

浦
薬
子
さ
ん
の
二
名
が
二
席
に
大
路
し
ま
し
た
。

遠
賀
中
学
校
は
優
秀
な
成
徴
で
昨
年
、
一
昨
年
と
連
続
二
年
一
席
を
占

め
ま
し
た
。
連
続
三
年
一
席
を
ね
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
席
に
二
名
と

い
う
成
績
に
終
り
ま
し
た
が
、
他
校
に
比
べ
る
と
や
は
り
す
は
ら
し
い
成

績
で
す
。
次
の
増
水
さ
ん
、
松
浦
さ
ん
の
詩
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私

の

光

る

爪

二
年
　
増
水
　
里
美

私
の
爪

な
ん
と
な
く

す
ず
の
音
に
身
を
つ
つ
ん
だ

不
思
議
な
魚
の
う
ろ
こ
に
に
て
い
る

五
本
の
中
に

五
つ
の
魚
の
う
ろ
こ

く
し
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る

魚
の
う
ろ
こ

銀
の
魚
が
く
し
を
く
わ
え
て

指
の
間
を
通
り
ぬ
け
る

く
し
は

銀
の
魚
に
連
れ
ら
れ
て

美
し
い
か
み
に
流
れ
る

爪
の
上
に
光
る

魚
の
う
ろ
こ
一
枚
が

十
枚
と

ゝ
き
ら
き
ら

い
つ
も

私
の
爪
の
魚
は
光
っ
て
い
る

よ
く
ぼ
り
な
風
船

二
年
　
松
浦
　
葉
子

少
女
の
よ
く
は
り
な
風
船

木
の
枝
に
つ
き
さ
き
っ
た
の
で
は
な
い

カ
ラ
ス
が
や
っ
て
き
て

つ
つ
い
た
の
で
も
な
い

小
さ
な
子
供
達
が
や
っ
て
き
て

も
っ
て
い
っ
た
の
で
も
な
い

大
き
な

大
き
な
夢
を
も
ち
す
ぎ
て

力
つ
き
て
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た

か
わ
い
そ
う
な
よ
く
ぼ
り
な
風
船

よ
く
ぼ
り
な
風
船
は

空
想
好
き
な
少
女
の
心

よ
く
ぼ
り
な
風
船
は

ま
ほ
ろ
し
の
世
界
を

勝
手
に
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た

少
女
の
心

あ
ま
り
に
も
す
て
さ
に

思
い
す
ぎ
て
い
た

少
女
の
心

ま
ほ
ろ
し
の
世
界
は

ち
っ
と
も
悪
く
な
い
の
に

少
女
の
心
だ
け
が
み
た
さ
れ
な
く
て

し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た

か
わ
い
そ
う
な
よ
く
は
り
な
風
船
さ
ん

よ
く
ぼ
り
な
風
船
は
も
う
飛
ば
な
い

少
女
の
心
は
も
う
ふ
く
れ
な
い

か
わ
い
そ
う
な
よ
く
ぼ
り
な
風
船
さ
ん

遠
賀
町
碓
菅
生
産
組
合
設
立
に

と
も
な
う
組
合
加
入
に
つ
い
て

町
内
の
椎
茸
栽
培
農
家
は
年
々
増
え

て
お
り
、
栽
培
技
術
も
向
上
し
て
良
質

の
品
が
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
は
生
産
蔑
家
の
組
織
の
確
立
を
計
り

技
術
研
修
や
共
同
販
売
体
制
に
有
利
な

販
売
の
方
法
な
ど
の
研
究
が
最
も
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
加
入
希
望
者
は
左

記
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

記

1
、
申
込
先
　
役
場
産
業
課
　
振
興

係

2
、
申
込
期
限
　
昭
和
幼
年
1
2
月
1
3
日

（
偶
語
で
も
結
樅
で
す
）

◎
詳
細
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産

業
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

年
末
の
小
包
は

十
一
一
月
十
五
日
ま
で
に

年
末
押
し
せ
ま
っ
て
か
ら
出
さ
れ
ま

す
と
、
郵
便
局
で
は
年
賀
状
の
処
理
と

重
な
る
た
め
、
年
内
配
達
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
早
め
に
、
お
出
し
く
だ
さ
い
。

小
包
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は
、

○
　
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と

郵
便
物
は
す
べ
て
郵
便
番
号
で
区
分

さ
れ
ま
す
。
あ
て
名
に
も
、
あ
な
た

の
任
所
に
も
郵
便
番
号
を
正
確
に
、

は
っ
き
り
と
お
諜
き
く
だ
さ
い
。

○
あ
て
名
は
、
は
っ
き
り
と
、

あ
て
名
は
大
き
く
、
番
地
、
室
番
号

肩
謡
な
ど
ま
で
は
っ
き
り
罷
職
し
て

く
だ
さ
い
。

○
包
装
は
、
し
っ
か
り
と
、

小
包
は
、
内
容
品
に
適
し
た
材
料
で

し
っ
か
り
と
包
装
し
、
じ
よ
う
ぶ
な

ひ
も
で
、
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
ひ
も

を
か
け
て
、
あ
て
名
を
誌
い
た
荷
札

を
二
枚
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ー
保
健
メ
モ
ー

し
も
や
け
追
放

冬
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、

し
も
や
け
に
悩
ま
さ
れ
る
人
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
毎
年
き
ま
っ
た
よ

う
に
し
も
や
け
に
か
か
る
人
は
、
い

ま
が
一
番
大
切
な
時
期
。
根
気
よ
く

予
防
に
つ
と
め
れ
ば
、
今
年
の
冬
は

し
も
や
け
知
ら
ず
で
す
。

し
も
や
け
は
、
こ
ど
も
若
い
女
鮭

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
寒
さ
で
皮
膚

の
血
管
が
ち
ぢ
み
ば
な
し
に
な
り
、

血
液
の
循
環
が
悪
く
な
る
た
め
に
お

こ
ろ
も
の
で
、
手
足
の
先
や
耳
、

鼻
、
類
な
ど
に
で
き
、
強
い
か
ゆ
み

を
と
も
な
い
ま
す
。
ま
た
寒
さ
ば
か

り
で
な
く
、
し
つ
け
や
栄
養
の
と
り

か
た
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。

し
も
や
け
が
で
き
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
か
ゆ
い
か
ら
と
い
っ
て
局
所

を
か
き
こ
わ
す
こ
と
は
絶
対
に
禁
物

で
す
。
水
ぶ
く
れ
に
は
っ
た
り
、
破

れ
て
た
だ
れ
た
り
す
る
と
治
癒
が
長

び
き
ま
す
か
ら
、
早
め
に
専
門
の
先

生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
の

治
癒
は
、
血
管
を
拡
張
す
る
軟
膏
を

ぬ
っ
て
、
た
ん
ね
ん
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
す
る
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
北
海
道

と
東
京
の
人
と
で
は
ど
ち
ら
の
ほ
う

が
し
も
や
け
が
多
い
と
思
い
ま
す

か
。
答
え
は
東
京
の
ほ
う
で
す
。
し

も
や
け
は
し
っ
げ
の
多
い
と
こ
ろ
は

ど
お
こ
り
ゃ
す
い
た
め
、
湿
度
の
低

い
北
海
道
の
ほ
う
が
少
な
い
の
で

す
。
し
も
や
け
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
は
や
め
に
手
袋
や
靴
下
で
保
護

す
る
こ
と
、
水
性
頭
の
あ
と
は
よ
く

ふ
き
と
っ
て
油
性
ク
リ
ー
ム
を
ぬ
る

こ
と
、
乾
布
ま
き
つ
で
皮
膚
を
き
た

え
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
な
ど
で
す

が
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
根
気
よ
く
毎

日
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

ー
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
第
三
期
分

納
期
限

十
二
月
二
十
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

6
、
日
種

の
受
付

㈲
出
走

㈲
出
走

の
閉
会
式

9
時
0
0
分

1
0
時
0
0
分
（
小
・
中
生
・

壮年）
1
0
時
5
0
分
（
高
校
・
大
学

・
青
年
・
オ
ー
プ
ン
）

近
時

易
圏
は

役
場
事
務
は
例
年
の
と
お
り
十
二
月

二
十
八
日
午
前
中
で
「
ご
用
納
め
」
を

い
た
し
ま
す
。
一
月
三
日
ま
で
は
窓
口

一
般
事
務
は
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

特
に
印
鑑
証
明
、
声
鰭
抄
本
、
転
出

証
明
な
ど
は
二
十
八
日
以
降
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
必
要
な
方
は
早
目
に
用

件
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
の
届

出
期
間
に
定
め
の
あ
る
も
に
つ
い
て
は

当
直
者
で
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

．
明
る
い
家
庭
は
健
康
か
ら
．
を
キ

ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
町
民
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

健
康
で
明
る
い
社
会
生
活
を
樹
立
す
る

た
め
、
町
民
皆
マ
ラ
ソ
ン
を
目
標
に
実

施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
頭
い
し

ます。

記

1
、
期
日
　
紳
年
1
2
月
1
7
日
（
日
）

2
、
主
催
　
遠
賀
町
体
育
協
会
、
遠
賀

町
教
育
委
員
会

3
、
穂
別

㈲
小
学
の
都
　
2
．
9

の
中
学
の
部
　
4
；

㈲
高
校
の
部
　
6
言

の
大
学
の
部
　
6
；

㈲
昔
年
の
郵
　
6
；
（
2
5
才
ま
で
）

㈲
壮
年
の
部
④
4
．
．
（
飾
才
～
約
才
）

㈹
壮
年
の
部
⑧
4
．
9
（
5
0
才
～
約
才
）

㈲
壮
年
の
部
⑥
1
．
9
（
4
0
才
～
㊤
才
）

㈲
壮
年
の
部
⑧
2
、
9
（
5
0
才
以
上
）

的
オ
ー
プ
ン
の
部
　
6
．
9
（
町
外
）

4

、

コ

ー

ス

ス
タ
ー
ト
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

尾
崎
折
返
し

5
、
申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
牛
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職

業
ま
た
は
学
校
学
年
を
記
入
し
て
1
2

月
1
2
日
（
火
）
ま
で
遠
賀
町
教
育
委

員
会
あ
て
申
し
込
む
こ
と
。

な
お
準
備
の
都
合
で
〆
切
後
の
受

付
は
し
な
い
。

剣

道

教

室

の

お

知

ら

せ

町
公
民
館
で
は
十
月
か
ら
小
・
中
学

生
を
対
象
に
剣
道
教
室
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。
高
校
生
以
上
の
一
般
の
方
で

稽
古
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
の
日
程

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
い
で
く
だ
さ
い
。
多
数
の
お
こ
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

稽
古
日
　
毎
週
三
回

日
曜
日
　
午
後
三
時
か
ら

火
筒
日
　
午
後
五
時
三
〇
分
か
ら

金
曜
日
　
午
後
五
時
三
〇
分
か
ら

い
ず
れ
も
町
公
民
館
ホ
ー
ル

昭
和
仲
年
度
森
林
愛
護

運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
募

集
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
ポ
ス
タ
ー
原
画
を
募

集
致
し
ま
す
の
で
多
数
応
募
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

紀

募
集
要
領

l
、
図
柄

㈲
ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
は
自
由
で
あ
る

が
、
特
に
森
林
愛
護
、
自
然
保
護
な

ど
の
思
想
の
萬
場
を
強
調
し
た
も
の

と
す
る
。
な
お
、
図
案
中
に
は
一
切
文
字
を

挿
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

㈲
創
作
に
限
る
こ
と
。

2
、
応
募
資
格

一
般
（
小
・
中
・
高
等
学
校
児
童

生
徒
を
除
く
）

3
、
締
切
期
限
お
よ
び
提
出
先

㈹
締
切
期
限
　
昭
和
4
7
年
1
2
月
幻
日

の
提
出
先

役
場
産
業
課
　
振
興
係

4
、
用
紙

の
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙

縦
5
1
働
、
績
統
∽
（
B
3
）
を
基

準
と
し
縦
遊
き
と
す
る
も
の
と
す

る。
㈲
図
案
衷
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
性
別
、
職
業
を
明
記

す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
き

ま
し
て
は
、
産
業
課
に
お
討
ね
く

だ
さ
い
。

二
手
同
好
会
風
　
　
脚

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

募
集
に
つ
い
て
　
山

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

，
〝
，
〝
，
，
，
〝
，
i
〝
．
，
，
，
，
：
″
i
〝
，
－
，
，
，
－
．
”
．
”
”
”
”
”
．
．
〟
．
．
”
”
…
．
”
”
－

縫
合
な
身
体
に
は
健
全
な
精
神
が
宿

る
と
申
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
日
頃
何
か

ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
み
た
い
と
お
考
え

の
事
で
し
ょ
う
。

今
回
、
公
民
館
が
提
唱
し
、
町
社
会

教
育
の
一
環
と
し
て
空
手
同
好
会
を
結

成
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
詣
聖

者
は
左
記
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詔

1
、
応
募
資
格
　
町
内
在
住
者
（
年
令
、

男
女
を
闘
わ
ず
）

2
、
練
習
日
　
通
二
回
予
定

3
、
申
込
期
限
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

4
、
練
習
場
所
　
公
民
館
ホ
ー
ル
予
定

5
、
申
込
先
　
遠
賀
郡
農
協

石
橋
光
次
郎

役
場
内半
田
　
憩
彰

な
お
、
練
習
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
右
の
い
ず
れ
か
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

香

典

返

し

お

礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

純

一
、
金
　
壱
封

故
　
水
上
サ
ツ
様
道
管
　
水
上
又
助
殿

故
　
松
本
熊
平
様
浅
木
　
松
本
三
男
放

散
　
佃
野
サ
イ
様
浅
木
　
仲
野
　
丈
放

散
　
筋
田
千
賎
楼

上
別
府
　
筋
田
ハ
ツ
エ
殿


